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1. 本誌 は､物 性物理 の研 究 を共 同 で促進 す るため､研究者 が その研

究意 見 を自由 に発 表 し言寸諭 しあい､ また､研 究 に関連 した情 報 を速

や か に交換 しあ うことを目的 と して､毎 月 1回編集 ･刊行 され ます｡

掲 載 内容 は､研 究論 文 ､研究 会 ･国 際会議 な どの報 告､講義 ノー ト､

研 究 に関連 した諸 問題 につ いての意 見 ､ プ レプ リン ト案 内､ ニ ュー

ス を どです｡

2. 本 誌 に掲 載 され る論 文 につ いて は､原則 と して審査 を行 ない ませ

ん ｡ 但 し､編集者 が本誌 に掲 載 す る こ とを著 しく不適 当 と言忍め た も

の につ いて は､改 訂 を求 め､ または掲 載 を拒絶 す ることが あ ります｡

3. 本 誌 の掲 載論文 を他 の学術 雑誌 に引用す る と きは､著者 の承.諸 を

得 た上 で privatecommunication 扱 い に して下 さい｡
字.y

投稿規定

1. 原稿 は400字 詰原稿 用紙 を使 用 し､雑誌 のページ数 を節約 す るため

に極 力簡潔 にお書 き下 さい｡

2. 原稿 は 2部 (オ リジナ ル原稿 及 び コ ピー)提 出 して下 さい｡

3. 数 式 ､記号 の書 き方 は Progress,Journalの投稿 規定 に準 じ､

ミス プ リン トが生 じない よ うを処 置 を とって下 さい｡上 ツキ､下 ツ

キ ､英字 の大 ､花文字 ､ギ リシャ文字 ､ O と aと 0(ゼ ロ)､ uと n

と r､ Cと e､ l(エ ル)と 1(イチ )､ xと× (カケル)､ uとV等 を

赤 です旨愛 して下 さい｡

4. 数式 は 3行 にわた って大 き く書 いて下 さい｡

5. 1行 以 内 にお さま らない可能性 の あ る長 い数式等 は必ず､改行 の際

の切 れ 目を赤です旨走 して下 さい｡

6. 図 は その まま印刷 で きるもの を原稿 に添 えて下 さい｡図の頚宿尺 ､

拡 大 は致 しませ ん｡ 1頁(13×19cm2)以 内 に入 らない図､ その ま ま印

刷 で きない図 は原則 と して著者 に返送 し､書 き改 めて いただ きます｡

図､表 の説 明 は別紙 に書 き､本 文 中 に挿 入位 置 を赤 で明示 して下 さ

い 0

7. 投稿 後 の原稿 の訂正 はで きるだ け さけ るよ うに して下 さい｡

8. 別刷 は原則 と して作 りませんO ど うして も別刷 が入用 を場 合 は､

投稿 の際 に所･要部数 を50部 単位 で 申込 んで下 さい｡別刷代 は下記方

式 によ り､現金 で納 入 して いただ きます ｡

(郵券 による受付 はいた しませ ん)

p :物 研 出来上 り真数

Ⅹ :別刷所要部 数

a :別刷 1頁の代金 3円

b :製 本代 (別刷 1部 につ き) 30円

別刷代 - (ap+b)Ⅹ+送 料

別刷 代金 は別刷 を受取 って か ら､ 1ケ 月以 内 に納 めて下 さい｡ そ

れ よ り遅 れ た場 合 には遅 滞追徴金 を請求 され るこ とがあ ります か ら､

御注意 下 さい｡

9. 原稿 締切 日は毎 月10日で原則 と して次 月発行 誌 に掲載 され ます｡
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第 11期第 4回物性小委員会議事録

日 時 :1980年 10月 4日 12:00- 14:00

場 所 :福井大学工学部大学院会議室

出席者 :伊達宗行 金森順次郎,大井喜久夫 (物性グループ事務局 ),横田伊佐秋,山田事,

渡辺三雄,達崎達,畑 徹,長岡洋介,中山正敏 白鳥紀一,勝木握,禅素英,豊沢

豊,久保亮五

報告事項

1. 雑件 (伊達 )

物性研将来計画に関する短期研究会の開催 を申請 していたが認められた｡

｢物性研だより｣に物小委の紹介記事の執筆 を依頼 され,引受けたO物小委の歴史,役割

･構成,物性 グループとの関係,問題点等について述べ,研究者の軌Lを喚起 したい0

2. 物小委会計概況報告 (近 提 出 )

a.1979年度決算 (1979年 6月 1日-1980年 5月 31日)

収入

予算

前期繰越 198,398

綜合班より 428,000

利子

実績

198,398

404,600

3,181

626,398 606,179

予算

会議旅費 ･会議費 390,000

通信 ･事務費 30,000

次期繰越 206,398

支出

*

†

0

5

績

90

38

実

0

7

41

2

498653

626,398 606､179

164

*)物小委 2回 (1回は学会時 )

千)百人委による選挙 2回
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b.1980年度予算案

収入

前期繰越 356,894

綜合班より 400,000

756,894

会議旅費 ･会議費 460,000*

通信 ･事務費 50,000

次期繰越 246,894

支出

合計 756,894

･) 物小委 ･将来計画作業委各 1臥 他に学会時に物小委｡

審議事項

1. 物性 グループ事務局から(大井 )

a.1981年 4月からの次期事務局 を決定 してもらいたいO

渡部委員から,広島大学理学部川村清氏を中心に引受ける用意がある旨発言があり,全

員異議なく依頼する事になった｡

b.物小委に対する物性 グループの経済援助にっいて｡

事務局報No.2所載のアンケー トの結果の紹介があった｡賛成が多いが,物小委について

説明を求める声がある｡各年度 10万円程度の援助 をする事にっいて,グループ員の可否

投票により決定 したいが,物小委はそれでよいか｡

伊達 : ｢物性研だよ り｣投稿予定の紹介記事を事務局報に載せてもらいたい｡

大井 :それでよい｡物小委の財政状況にっいて払 近幹事に書いてもらう事になっているO

畑 :物小委-の経済援助は,必要な年度にのみ頼むのか｡

伊達 :そうだ｡

白鳥 :投票の範囲は?

大井 :グループ員の全員であるO

この後,投票 を行 う事に賛成 し,実行方法は事務局に一任する事 とした｡

2･ 物性研短期研究会 ｢物性研究の将来｣(伊達 )

物性研所長とも相談 し,今回は物性研将来計画の中で実現しつつある超低温 ･強磁場 ･レ

-165-



第 11期第4回物性小委員会議事録

-ザ-を中心にする事にした｡(a)各設備の性能や能力の説明とそれに関する意見, (b)巨大

装置と共同利用体制,(C)巨大装置の特殊機能と他の計画 (超低温等 )との関連性, (d)物性

材料開発計画にっいて｡以上を2日半で議論 し,最終 日午後に物小委を開きたい｡出席依頼

者は,物小委委員と超低温 ･強磁場 ･レーザーの専門家数名｡経費は,物性研からは 50万

円｡物小委経費から10-15万円支出したい｡

横田 :物性研関係だけでなく, photonfactoryのその後の経過を聞きたい｡

伊達 :パルス中性子炉の話もある｡

白鳥 :中性子分野での日米協力計画の話もあるようだ｡このような諸計画を総括報告 しても

らってはどうか｡

12月8-10日 〔その後,基研研究会 日程 と調整 して4-6日〕に研究会 を開き,最終

日午後物小委を開 く事 となったO

3. 学術研究動向調査 (久保 )

文部省は,重要な研究領域 ･課題を調査し,学術審議会等における学術振興方策の検討 ･

立案の基礎資料としたい,という意向である｡科研費の促進研究として予算がある｡物理 ･

化学 ･電波通信等の分野で先導的試行が考えられている｡現状 と発展方向,国際的位置づけ,

我国として重点的に推進すべき研究,研究体制 ･条件上の問題等が内容 として考えられてい

る｡

アメリカでは,NSF中心に HPhysicsinPerspective"として3巻にわたる報告書が出され

ている｡そのような規模のものができるかどうか分 らないが,意見を聞きたい｡物理学の中

では,物性は高エネルギーに比べてもこのような作業が必要ではないか｡将来の方向は出 し

難いし,悪い効果もあろう｡しかし,現状の把握 もできていない｡

やるべきか否か｡やるとすれば,どういう事をするのか,意見を聞きたい｡

伊達 :｢物性材料開発計画｣のための調査を考えていた｡現状認識は必要ではないか｡

金森 :伊達氏の考えている調査は自分達の為だが,今度のはどうだろうかO

白鳥 :｢将来の方向｣を出すというのは役人の意向か｡研究費の ｢効率的｣配分等に使お う

という意図ではないか｡

久保 :役人の意向だけではないO推進目標は研究者が望んでいれば設定できる,という事だo

白鳥 :下の方の必要から出て来て総意 としてまとまるならとにかく,上から見た時の見通 し

を良 くするだけならば反対である｡

横田 :物性全般を見通 している人はおそらくないだろう｡だからやる意味がある｡
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白鳥 :何年おきぐらいにやる予定かO

久保 :10年に1回, というのは難 しいだろう｡学術会議の科学研究費委員会では研究動向

のアンケー トを2-3年前にやった｡

金森 :調査は何年聞かの動向を固定化する働きもありうるO科研費の成果報告の検討 ･評価

の方が先ではないか｡

久保 :それは別の問題だ｡

畑 '.意義は分るが,やれるか｡意見の寄集めに終 らないかO

横田 :将来の発展方向にっいて意見は挙げられるが一方向にはまとめられないだろう｡しか

し,役人任せでは研究の本当の動向は把握できない｡研究者が自分らで調査する事は

十分意義のある事である｡

久保 :化学は化学会でやるだろうが,物理学会はや りそうにない｡

悪用される,というのは何でもそうなるということか｡

白鳥 :そういう意味ではない｡上の方から出ているからだ｡自分からはや りたくない｡

豊沢 :物性は現状 を把握 しにくく,そのため研究者は損をしていないか｡科研費の応募 も相

不変少いのかO

伊達 :綜合,一般 Aは少ない｡一般 Bは多い｡

豊沢 :応用との結びつきをお役人の頭に入れさせる必要もあるのではないか0

中山 :それがはっきりし過ぎるのも問題ではないか｡

4. 特定研究 ｢量子凝縮相の基礎研究｣(伊達 )

超低温研究者グループによって検討されている計画 を紹介する｡現荏,研究計画の具体案

を提示するよう要請中である｡12月の物小委で議論 したいO物性研,東北大,名大で進行

中の計画との関連もある｡

横田 :これ迄の物小委の議論では,特定研究は広い分野をカバーする計画にするという事で

あったO予算規模からしてそうならざるを得なかったO今度の計画は絞ったものであ

る｡

山田 :強磁場ではどのような計画があるのか｡

伊達 :物性研の他に,東北大では hybrid型,定常 30万 Gを考えているO予算は30億円ぐ

らいである｡

山田 :共同利用はどうなるのか｡

伊達 :考えられていない｡
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山田 :全国をうるおす計画が共同利用に供する事が大切である｡

伊達 :東北大の装置は結果的に今迄は使い難かったという面もある｡

白鳥 :人のつながりがないと使い難い｡これは物性研についても言える｡

5.物性研のあり方にっいて (山田 )

今夏 Grenobleの共同利用研究所 (MaxPlanck+CNRS)に滞在した｡ServiceNational--

という看板通 りに,技師が多数いてサービスが行届いている｡電磁石も,半導体,超伝導等

の研究が次々にできるo物性研は, 日本の権威ある研究水準の維持 も目標だが,一方共同利

用 という面からすれば設備に恵まれない大学の研究者がもっと気軽に利用できるようであっ

て欲 しい｡研究者にすべてのサービスを頼む事はできないから,技官を充実 してもらいたい｡

伊達 :具体的に,磁性ではどんな水準のどんな装置をどの程度揃えて欲 しい, というような

要望をまとめて話 してもらえないか｡

山田 :近寄 り難い, という感 じがあるOサービスする人がいない｡

久保 :Grenobleの中性子部門では,固有スタッフよりもsupportingmemberの方が多い｡

物性研はそれとは逆だOそれでも他大学に比べると技官の比率は大きい｡

禅 :共同利用施設の技官増を全国的に支持 したい｡ Chicagoの低温グループでもサービス

は行届いている｡物性研の技官の人は将来を案 じているO

長岡 :技官 を助手に定員振替 しているが,それは研究者のポス トにするのか｡

豊沢 :まだ定っていない｡

山田 :本来,技官そのものがや り甲斐のある職であるべきだ｡

豊沢 :社会的処遇,認識が必要だO

畑 :研究者の側の意識も問題である｡

6. 雑件

豊沢委員より第 15回半導体物理学国際会議が無事終了した旨報告があった｡
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ニ ュ-ス

〔東京大学教養学部〕

｡談話会

10月 7日 tt液体金属による中性子散乱 )I

C.G.Windsor 氏

10月 24日 tt遺伝子情報のモデル解析il

清水幹夫氏 (辛,航 )

〔東京大学物性研究所〕

0人のうごき

prof.ど.D.M.Haldane (Inst.LaueLangevin,Grenoble)

11月 13日-11月 21日 滞在

｡談話会

10月 9日 Dr.C.G.Windsor(Harwell原子力研究所 )

Magneticcorrelationsinliquidiron

10月 9日 Pror.C.Schlenker(CNRS,Grenoble)

Spinglassandmetallicantiferromagnetism in(Til_xVx)203.

10月 13日 Dr.M.Schreiber(InstitutforPhysik,UniversitatDortmund)

SelfConsistentabinitioCalculationofGroundStateProperties,Band-

stmcture,andOpticalSpectraofThallousHalides

10月 27日 Pror.R.E.Prange(Univ.orMaryland)

TheQuantum HallResistanceandtheMeasurementoftheFineStruc･

tureConstant

10月 30日 Prof.C.P.Enz(Univ.deGeneve)

WeakItinerantMagnetism:TheProblem ofTiBe2

10月 31日 Dr.∫.Hubbard(IBM ResearchLaboratory)

TheMagnetism ofIronandNickel
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二 ュ- ス

o土曜セ ミナー

10月 18日

10月 26日

〔名古屋大学〕

o談話会

11月 7日

11月 11日

11月 12日

11月 18日

tt確率過程 と非平衡相転移-I

金子邦彦氏 (東大理 )

ttスピン-バイエルス系のソリトンとポ リアセチレン-の応用)I

中野 隆氏 (物性研 )

｢結晶成長｣ の最近の話題

Prof.R.Kern(UniversitedeMarseille)

PhaseChangesinandoutorEquilibrium

Prof.C.P.Enz(UniversitedeGeneve)

WeakItinerantMagnetism andSuperconductivity

Prof.C.P.Enz(UnlversitedeGeneve)

パルス中性子散乱による無秩序物質の短範囲構造の研究

鈴木謙両氏 (東北大金研教授 )

〔京都大学基礎物理学研究所〕

研究会 ｢低次元系の物理｣

科研費 (総合 B,代表者 長岡洋介 )による上記の研究会が, 10月 23,24日の2日間基

礎物理学研究所で行われた｡この研究会は,その主題 をあまり狭 く限定せず,低次元系の問

題 をいろいろの局面から討議する目的で開催 されたO主に取 り上げ られた問題は,擬一次元

導体の物性 とくにその超伝導,低次元におけるアンダーソン局在, ソリトン,低次元磁性体

の相転移等であった｡約 50名の出席者 があ り, 2日間に亘 って活発な討論が行われた｡プ

ログラムはつぎの通 りである｡

第 1日

一次元伝導体の現状

p--Na33V205の電荷揺動とRenonatingValenceBondモデル

TSeF-TCNQの格子変形についてのX線 2kF線による解析

準一次元電子系のスケール則
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準一次元電子系の3Dオーダー

汎関数積分法の電荷密度波-の適用

MX3化合物の CDWの運動および超伝導

(TMTSF)2PF6の超伝導

CDW と超伝導 との共存について

擬一次元超伝導体の臨界磁場

超伝導微粒子薄膜における逐次相転移

強磁場中の二次元電子系における電荷密度波

層状遷移金属化合物における電子格子相互作用 と構造相転移

スピングラスの基底状態

第 2日

二次元のアンダーソン局在

二次元のアンダーソン局在

一次元伝導体 とlocalization

DNAの分子振動 一 一次元不規則系 として

スクリュースピン系でのソリトン

スピンバイエルス系のソリトンとポ リアセチ レン-の応用

非線型な一次元系のダイナミックス

planerotatormodelの低温相 と相転移

経路積分の低次元量子 ⅩYモデル-の応用

二次元スピン系のモンテカルロくりこみ群

層状 XYスピン系のmagnetization

容易軸をもっ古典 1D/､イゼンベルク強磁性体の統計力学

スピンパイェルス系における磁場効果

擬一次元磁性体におけるスピンの次元のクロスオーバーと

相転移

低次元磁性体のESRにおけるスピンの低次元配列の動的

効果の理論と実験

低次元系での整合 ･不整合相転移 一 擬調和モデル
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ニ ュ- ス

鈴木 爾 ･杉山忠男

高 野 健 一

伊 土 政 幸

(有 志 )

町 田 一 成

桜 井 明 夫

前川禎通 ･福山秀敏

小林俊一

吉 岡 大二郎

吉田幸正 ･高岡陽一

望月和子

田 中 文 彦

福 山 秀 敏

氷 上 忍

合 田 正 毅

川村 清 ･入江洋一

佐々木 一 夫

中 野 隆

今 田 正 俊

宮 下 精 二

高 田 慧

別 役 広

伊 藤 正 和

中 村 勝 弘

原 田 勲 ･小谷章雄

利根川孝 ･原田 勲

夏 目雄平 ･山田 勲

山 本 光

(長 岡 洋 介 )



ニュ-ス

〔大阪大学理 ･基礎工学部〕

o理学部物理談話会

10月 24日 ｢M6ssbauer回折｣

中井裕氏 (阪大理 )

11月 21日 ｢ImcommensulateStmctureと物性｣

白根元氏 (ブルック-ブン国立研究所 )

｡基礎工固体物理セミナー

11月 5日 ｢MagneticOrderinginSuperconductor｣

白根元氏 (BrookhavenNationalLab.)

11月 7日 ｢TheoryortheOne-D血ensionalQuantum FluidJ

F.D.M.Haldane(InstitutLaue-Langevin,Grenoble)

11月 12日 ｢ピコ秒時間分解分光の点欠陥生成研究-の応用｣

平井正光氏 (東北大工 )

ー 172-



物性研究 35-3(1980-12)

プレプリン ト案内

〔京都大学基礎物理学研究所〕

膿TF

ll-2

1ト3

1ト4

ll-5

1ト6

ll-7

ll-8

ll-9

ll-10

I.ヽ′
VujjcICG.etal.

QuasilocalStructuralExcitationsinaLatticeofHigh-Tc
Superconductors(R)

BelushkinA.V.,MasiutynskiT.,NatkaniecI.

DynamicsofBiphenylCrystalwithInclusionofLow

FrequencyIntramolecularVibrations(R)

Ⅰ.R.Yukhnovsky,M.F.HolovkoandV.S.Vysochansky

TheThirdVirialCoefficientApproximationforBinary

DistributionFunctionsofMixedIon-DipoleSystems(R)

V.Ⅰ.Gerasjmenko

ThermodynamicalLimitinaClassicalNonequilibrium

System. TheCaseofInteractionofParticleswith

NearestNejghbours(R)

N.A.Korinevsky

OnaClusterHamiltonianSpectruminKH2PO4Model(R)
Z.A.GurskH

TheRare-EarthMetalMicroscopicTheory. OntheNature_

ofMixedValenceStates(R)

Ⅰ.R.Yukhnovsky,p.p.Kostroby

StatisticalTheoryofaLimitedFermi-System. Random

PhaseApproximation(R)

Ⅰ.A.Vakarchuk

DensityMatrixforMany-BosonSystem

NovopoltsevM.Ⅰ.,PokotHovskyYu.N.

OnUltracoldNeutronStoragerEfficiencyCalculation

withFerromagneticShutters(R)

S.A.Bulgadaev

PhaseTransitioninLn-GaseswithGeneralizedCharges.

Ⅰ･d=2,IsotropICCase
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プ レプリン ト案内

ll-11 VoHongAnn

ExcitationofSurfacePolaritonsUndertheActionof

ll-12

ll-13

ll-14

ll-15

ll-16

LaserRadiationinNarrowIGapSemiconductors. II.

PerpendicularPolarizationoflncidentWave(R)

VoHongAnn

ExcitationofSurfacePolaritonsUndertheActionof

LaserRadiationinNarrow-GapSemiconducto-ta§. Ⅰ.

ParallelPo一arizationofIncidentNave(R)
〉′

surdaA.,Karasova'I.

ThermalDesorptionSpectraofChemisorbedAtomsand

MoleculeswithLateralInteractionsandFiniteMobility.

NondissociativelyAdserbedMolecules

V.A.FateevandP.B.Miegmann

TheExactSolutionofthes-dExchangeModelwith

ArbitraryImpuritySpinS(KondoProblem)

F.D.M.Haldane

''LuttingerLiquidTheory'LofOne-DimensionalQuantum

Fluids(I): PropertiesoftheLuttingerModeland

TheirExtensiontotheGenerall-DInteractingSpinless

FermiGas.

F.D.M.Haldane

lJSolidification'linaSolubleModelofBosonsona

One-DimensionalLattice: The''Boson-HubbardChainH .

ll-17 DianaGuensburger

ll-18

ll-19

ElectronicStructureandMossbauerHyperfinelnteractions

ofAu(Ⅰ)Compounds

L.Q.Amaral

StudyofOrientationalEffectsinaTypeH Lyomesophase

H.G.P.LinsdeBarrosandH.S.Brandi

ns-msExcitationofAlkaliAtonlSintheGlauber

Approximations

lト20 C.Tsalljs

RandomMagneいsm

- 1 7 4 -



プ レプ リン ト案内

ll-21 BarrySjmonandAlanD.Sokal

RigorousEntropy-EnergyArguments

ll-22 ElliottH.LiebandAlanD.Sokal

AGenera一Lee-YangTheoremforOne-Componentand

MultjcomponentFerromagnets

ll-23 J.FernandoPerez

TheRoleofGaussianDominationandSumRulesinPhase

Transitions-AnUnpedagoglCalIntroduction

ll-24 ShozoTAKENOandShigeoHOMMA

Classical

Fieldand

lト 25 Shigeyuki

Localized

byN.M.

1ト26 Shjgeyukj

PlanarHeisenbergFerromagnet,ComplexScalar

NonlinearExcitations

MURAYAMAandHiroshiNAGASAMA

SusceptibilityandSpinFluctuationsinα-Mn

R.

MURAYAMAandHiroshiNAGASAMA

NuclearMagneticRe一axationandSpinFluctuationsinα-Mn

byN.M.R.

1ト27 TsuyoshjMURAO

PhononDynamicsandStructuralInstability inQuasi

One-DimensionalConductorswithInterchainInteraction

lト28 Y.KURAMOTO

OntheAbsenceofMagneticOrderinlntemediateValence

Compounds

ll-29 TakeoIZUYAMA

LatticeGaugeTheoryfortheClassicalXYModelof

SpinGlasses

lト 30 日idemiISHIUCHIandYasushiMADA

BrownianMotionofaDomainhlallwithHigherOrder

PhononInteractions

(R):Russian
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物性研究35-3(1980-12)

掲 示 板

教 授 の 公 募 に つ い て

京都大学基礎物理学研究所

所長 牧 一 郎

今回基礎物理学研究所で教授 /名 を募集いた しますので､希

望者の応募､適任者の推薦 をお願いいた します｡

/. 任 期 5-/0年｡重任は認めません｡

2. 専 門 分 野 統 計 物 理 学

3. 着任希望時期 昭和 5占年度内のできるだけ早い時期に

着任 されることを希望 します｡

a. 提 出 書 類 (1) 応募 の場合

履歴善､発表論文 リス ト､

着任可能時期

何 推薦の場合

推薦書､略歴､着任可能時期

5. 締 切 昭和 5占年2月2 /冒 (土 )必着

占. 選 考 機 関 基研運営委員会 (2月下旬 開催 )

7. 宛 先 京都市左京区北白川追分町 (〒占0占)

京都大学基礎物理学研究所

牧 二 郎

封筒の表に ｢教授応募 (推薦 )書類在中｣と明記 して下さい｡
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掲示板

湯川記念財団奨学生募集VCつV,て

財団法人 湯川記念財団

理事長 湯 浅 佑 -

このたび､下記要項vEよ り昭和 5占年度奨学生を募集することにな

りましたので､東部内関係者に周知方よろ しくお厳V,します｡

なお昭和∫占年度 よ り､当奨学生は鹿則 として基研研究員 (別添同

研究員内規等参照 )として採用され､本財団奨学金 と合わせて日本学術

振興会奨励研究員 と同額程度の月額が支給 される予定 となってお りま

す ｡

記

奨 学 生 募 集 要 項

/. 応 募 資 格

大学院博士課程修了者及び昭和 ∫占年修了予定の理論物理学研究

者 (この奨学金は大学院 博士課程修了者に､その研究 の完成を援助

する目的を もって重点的VE交付 されるV,わゆる Post I)octo

-rial Fellowshipとして支給されるものである )

2. 支 給 月 額

月 額 年0,000円

支給期間は /年間 を原則 とするが､場合に よ9/年延長することが あるら
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掲示板

3. 研 究 場 所

基礎物理学研究所におvlて研究することを原則 とするo

q. 募 集 人 員

3 名 (内訳は大体素粒子論2名､物性論 /名､中間 の東城につtJ,)

ては適宜謹める )

5. 応 募 畜 類

(1) 申 込 菖 (別紙 様式による )

(2) 発表論文 リス ト

共著論文 の共著者名を明記すること

(3) 主な論文の別刷

(4) 研究計画 (なるべ く具体的に記すこと )

1

11
･･㌧

′

-
｣

以 上を昭和5占年 /月 3/冒 (土 )までVE'･テ占0占京都市左京区北白川,)､

倉町50の227湯川記念財団あて送付 すること｡ 他vE奨学金その他 の収入

のある場合は必ず書 き添えることo

占. 審 査

審査は基礎物理学研究所運営委員会VE依頼する｡
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掲示板

湯 川 記 念 財 団 奨 学 生 申 込 毒

(別紙様式 )

こ の た び ､ 別 紙 関 係 書 類 を 添 え て 貴 財 団 奨 学 生 lK応 募 し 浸

す か ら よ ろ し くお 粗 い し ま す ｡

昭 和 年 月 日

本 喝

現 住 所 (現住所は大学の研究室等でな く､現実に

居住している場所を郵便物が届 くようVC.罪

細に善 くこと )

(〒 )

氏名 印

昭 和 年 月 日生

財 団 法 人 湯 川 記 念 財 団

理 事 長 湯 浅 佑 - 穀
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掲示板

略

氏名

暦

午

II 高等管校
昭和 年 月 7高等学校 課程卒業

大学 昭和 年 月大学 学部 入学

昭和 年 月大学 学部 学科卒業

大学院 昭和 年 月

大学大学院入学

専攻科 目

昭和 年 月博士課程修了見込
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掲示板

基 研 研 究 員 公 募

基研研究員を下記により募集いた しますので､関係者各位に

周知方よろしくお取 り計 らい願います｡

なお､ご参考までに基研研究員制度内規等を添付いたします｡

京都大学基礎物理学研究所長

牧 二 郎

記

′ 応 募 資 格 当研究所において研究に従事することので

きる者で､採用時に博士の学位を取得 して

いる者または博士諌程に3年以上在学 した

者であって､かつ､常勤的な戦についてい

ない者 (博士課程に在学中の場合は採用時

に退学 していただきます｡ )

2. 採 用 人 員 3 名

3. 採 用 期 間 昭和Sd年 年月 /日より/ケ年間 とするが､

場合により/ヶ年に限 り更新することがで

きる｡

V. 待 遇 日本学術振興会奨励研究員制度による奨励

金 と同額以内を支給する｡

ただし､湯川記念財団奨学生に採用され

た場合は､湯川奨学金 と合わせて同奨励金 ･

と同額が支給される｡
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掲示板

5. 公 募 締 切 昭和 Sd年 /月 3/冒(土 )必着

占. 選 考 昭和 Sd年 2月未知健の基港物理学研究所

運営委員会において決定 し､本人に通知す

る｡

7. 応 募 書 類 ィ､申込書 (別紙様式に よる )

ロ､履歴書

ハ､発表論文 リス ト(共著論文の場合は共

著者名を明記すること｡ )

こ､主な論文別刷

ホ､研究計画 (なるべ く具体的に記すこと )

以上各 2部

8:宛 先 〒占0占 京都市左京区北白川追分町

京都大学基礎物理学研究所長

牧 一 郎

追 記 ′ 湯川記念財団奨学生に応募する者は､上

記応募書類の うち ロ.-ホは不必要です｡

2. 基研研究員応募 と朱書のことO

ヱ 詳細は基礎物理学研究所共同利用事務室

に問い合わせのこと｡
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掲示板

基 研 研 究 員 制 度 内 規

第 1粂 基礎物理学研究所に若干名の基研研究員 (以下 ｢研究

員｣という｡ )を採用する｡

研究員に採用される者は､博士の学位を取得 した者または

博士課程に3年以上在学した者で､かつ､常勤的な職につい

ていない者 とする｡ただし､採用期間中は博士課程に在学す

ることはできない｡

第 2条 研究員は､基礎物理学研究所において研究に従事する

ものとする｡

第 3条 研究員の任期は /ヶ年 とする｡ただし､場合によりそ

の任期を /ケ年以内に限 り更新することができる｡

第 4･条 研究員には､ 日本学術振興会奨励研究員制度による奨

励金と同額以内の給与を支給する｡

第 5条 採用は公募によるものとし､候補者の選考は基礎物理

学研究所運営委員会において行 う｡

第8条 本内規の運用につき必要な事項は基礎物理学研究所協

議員会において定める｡

附 則

この内規は昭和55年 /2月8日協議員会において制定
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掲示板

基 研 研 究 員 制 度 の 運 用 に つ い て

昭和55年 /2月8日協議員会決定

本 制 度 は 当分 の間 ､ 下 記 の とお り運 用 す る｡

記

/. 研究員の総数は､毎年度約 3名とする｡

1 他研究機関における索似の制度または日本学術振興会奨励

研究員その他の Po8tI)octoralF011owShip による給付を/

年またはそれ以上の期間にわたりうけた経験のある者につい

ては､特別の場合を除き任期の更新を行わない｡

3. 本研究員に採用された者は､原則として湯川記念財団奨学

生の候補に推せんされるものとし､同奨学生に採用された場

合は､湯川奨学金と合わせて日本学術振興会奨励研究員制度

による奨励金と同額が支給される｡

V. 研究員任期の更新 (/年以内 )については､各年度後半の

適当な時期に､個々の研究員について審査のうえ､本人に通

知する｡

jT. 欠員を生 じた場合は､年度途中において公募を行 うことが

できる｡
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掲示板

基 研 研 究 員 申 込 書

(別新様式 )

こ の た び ､ 別 紙 関 係 書 類 を 添 え て 基 研 研 究 員 に 応

募 し ま す か ら よ ろ し くお 戚 い し ま す ｡

昭 和 年 月 日

本 籍

現 住 所 (現住所は大学の研究室等でなく､現

実に居住している場所を郵便物が届く

ように詳細に轟くこと)

(〒 )

所 属

氏 名

京都大学基礎物理学研究所長

敬
ー

..一一_■■

印

昭和 年 月 日生

郎 殿
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編集後記

編 集 後 記

湯浅八郎先生の集められた民芸品を見せて頂 く機会があった｡沢山の陶磁器の蒐集の中に数

枚の藍染の布があった｡京都地方の民家で産湯のタオルに使ったものだそうである｡昔の京都

の藍は四国の藍のように鮮やかな発色はしていないOその上使いふるされた布であったから空

の色ほどの音さであったが,模様の中の,例えば梅の花の花びらは紅で染めてあった｡紅色の

入れようもない模様のものは布の一隅を三角に紅色にしてあったO生物学者でもいらっしゃる

湯浅先生が紅は消毒の作用があるので産湯の消毒のためにこうしてあるのですと説明して下さ

った｡

テレビで見聞きしたことであるが, 日本の製鉄の今 日の隆盛は原料から圧延製品までの工桂

を温度 を下げないで一貫作業にしたことにあるという｡我が国の圧延厚鉄板の生産はコンピュ

ーターで押出された端の端まで非常によく制御 されていて分 どまり97%とか,世界で も最高

の水準だそうである｡

名前を知 られていない人々のひたむきな探究,創意工夫が気が付いて驚 くような結果 をもた

らしていることを素晴 しいことだと思 う｡今年は生活にしのびこんできたLSIやVLSI,あ

ちらこちらで黙々と働きはじめたロボット等驚かされることの多かった年であった｡秋深い午

後, 12月号を編集 しての感想である｡

物 性 研 究

第 35巻 第 3号

1980年 12月 20日発行

発行人 長 岡 洋 介

京 都 市 左 京 区 北 白川 追 分 町

京 都 大 学 湯 川 記 念 館 内

印刷所 昭 和 堂 印 刷 所
京都区左京区百万辺交叉点上ル東側

TEI.(075) 721-4541.-3

発行所 ＼物 性 研 究 刊 行 会
京 都 市 左 京 区 北 白川 追 分 町

京 都 大 学 湯 川 記 念 館 内
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編集後記

編 集 後 記

湯浅八郎先生の集められた民芸品を見せて頂 く機会があった｡沢山の陶磁器の蒐集の中に数

枚の藍染の布があった｡京都地方の民家で産湯のタオルに使ったものだそうである｡昔の京都

の藍は四国の藍のように鮮やかな発色はしていないOその上使いふるされた布であったから空

の色ほどの音さであったが,模様の中の,例えば梅の花の花びらは紅で染めてあった｡紅色の

入れようもない模様のものは布の一隅を三角に紅色にしてあったO生物学者でもいらっしゃる

湯浅先生が紅は消毒の作用があるので産湯の消毒のためにこうしてあるのですと説明して下さ

った｡

テレビで見聞きしたことであるが, 日本の製鉄の今 日の隆盛は原料から圧延製品までの工桂

を温度 を下げないで一貫作業にしたことにあるという｡我が国の圧延厚鉄板の生産はコンピュ

ーターで押出された端の端まで非常によく制御 されていて分 どまり97%とか,世界で も最高

の水準だそうである｡

名前を知 られていない人々のひたむきな探究,創意工夫が気が付いて驚 くような結果 をもた

らしていることを素晴 しいことだと思 う｡今年は生活にしのびこんできたLSIやVLSI,あ

ちらこちらで黙々と働きはじめたロボット等驚かされることの多かった年であった｡秋深い午

後, 12月号を編集 しての感想である｡

物 性 研 究

第 35巻 第 3号

1980年 12月 20日発行

発行人 長 岡 洋 介

京 都 市 左 京 区 北 白川 追 分 町

京 都 大 学 湯 川 記 念 館 内
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講読規定

個 人講読

1.会 費 :当会 の会 費 は前納 制 を とって い きす. したが って ､ 3月未 ま

で に な るべ く 1年 間分会 費 を御支 払 い下 さい｡

をお新 規講読 お申込 みの場 合 は下記 の会 費以 外 に入合金 と し

て､100円 お支払 い下 さい｡

1年 間の会 費

lstvolume 2.340円

2ndvolume 2.340円

計 4,680円

(1年分 ま とめて お支払 いが困難 の向 きは 1volume 分ずつ

で も結構 で す )

2. 支払 いの際 の注意 :を るべ く振替用紙 を御利 用 の上御納入下 さい｡

(振替月宇金 口座 京 都 5312)

なお通信 欄 に送金 内容 を必ず明記 して下 さい｡

雑誌 購読者 以 外 の代理 人 が購j涜料 を送金 され る場 合 ､必ず購 読者

本人 の名前 を明記 して下 さい｡

3. 誌代 の支 払遅 滞 の場 合 :当会の原則 と して は､正 当 な理 由 な く2

Vols.以 上の託代 を滞納 された場 合 には､送 本 を停 止 す る ことに在っ

て い ます ので御留意下 さい｡

4. 一括送 本 を受 け る場 合 :個人購読 中 に大学等 で一括配 布 を受 ける

様 になった場 合 は､必ず ｢個 人購.読 中止 ､一括 配布 希望 ｣ の通知 を

して下 さい｡逆 の場 合 も同様 です｡

5. 送本先 変更 の場 合 :住 所 ､勤務先 の変更等送 本 先 が変 った場 合 は､

必ず､送 本 先 変更届 を提 出 して下 さい｡

学校 ､研 究所 等横 関購 読

1. 会 費 :学校 ･研 究所等 で の購読及 び個人 で あって も公 費払 いの と

きは機 関会員 とみ を し､代金 は､ 1冊 730円､ 1Vol.4,380円 ､年

間 8,760円で す｡ この場 合 ､入会金 は不用です｡学校 ､研 究所 の会

費の支 払 いは後 払 いで も結構 です｡ しか し購読 申込 み を され る時 に

支払 い に必要 な請 求 ､見積 ､納 品書各何通 必要 なの かをお知 らせ下

さ い ｡

なお､当会 の請求書 類 で 埠支払 いがで きをい様 で した ら､貴校 ､

貴研究機 関 の請求書 類 を送付 して下 さい｡

2. 送本 中止 の場 合 の連 絡 :発 行途上 にあ る volumeの購読途 中中止

は認 め られ ませ ん｡購.読 中止 され る場 合 には､ 1ケ月前 ぐらい に中

止時期 を明記 して ｢購読 中止届｣ を送 付 して下 さい｡

雑 妊未着 の場合 .発 行 日よ り 6ケ 月以 内 に当会 まで ご連 絡下 さい.
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